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研究論文
音楽行動を構成する因子
音楽行動尺度 The Short Polarity Profile の因子構造分析
澤田 悦子１ 今井 必生，MD２
１．北翔大学短期大学部こども学科 ２．京都大学大学院医学研究科フィールド医学分野
抄 録
【研究目的】音楽療法の効果は幅広く研究されている。しかし，何が効果につながっているの
かは明らかでない。音楽療法の要素の中でも音楽行動は観察できる要因の一つである。音楽行
動がどのような因子から構成されるかを明らかにすることは音楽療法の効果の要因を解明する
上で重要である。本研究では信頼性・妥当性が確立している音楽行動尺度 The Short Polarity
Profile（以下 SPPとする）の因子構造を明らかにすることを目的とした。
【方法】短期大学２，３年生（n＝４２）を対象とし，音楽療法セッションを行い，SPPを用い
て評価した。解析は，SPSS２０．０版を使用して実施した。最尤法を用いて因子抽出し，プロ
マックス回転，因子分析を行った。
【結果】３つの因子が抽出された。構成される項目から，それぞれの因子は表現の質，強さ，
精度と考え，十分な信頼性も示された。
【結論】音楽行動は，表現の質，強さ，精度に大別できる可能性がある。しかし，尺度，対
象，演奏形態の違いにより因子構造が変化する可能性もあり，今後の検討が必要である。ま
た，SPPでは捉えられない因子について他の音楽行動尺度との比較で検討していく必要があ
る。
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 ．研究の目的
音楽は古代ギリシア時代から人格を形作る重要な要素
とされてきた。プラトンは“国家”の中で「体育は身体
のために，音楽は魂のために」と記した１）。孔子は国家
を治める方法の一つとして音楽を重んじた２）。現在でも
音楽療法の効果は幅広く研究されている。コクラン共同
計画で出版されているレビューによれば，研究デザイン
のバイアスが高いため断定的ではないが，癌患者の不
安，疼痛，気分，Quality of life（QOL）３），末期患者の
QOL４），統合失調症の全般的状態，社会機能５），手術前
患者の不安６），人工呼吸管理下の患者の心拍，呼吸数，
不安６），自閉症スペクトラム障害患者のコミュニケー
ション７），うつ病患者の気分７），後天的な脳損傷後の歩
行８），冠動脈疾患患者の血圧，心拍数，呼吸数，不安，
疼痛９）などに良い影響を与える可能性が示唆されてい
る。しかし，なぜ音楽が様々な効果につながるかは明ら
かにはされていない。Maratosらは音楽療法の効果は意
味と喜び，運動，関係性にあると提案しているが，実証
はされていない１０）。
音楽の要素の中でも音楽行動は観察できる要因の一つ
である。音楽行動と精神障害の関係はいくつかの量的研
究で検討されてきた１１，１５）。内因性うつ病患者が演奏する
テンポは気分状態に応じて変化するが，他の精神障害で
は認められなかった１３）。寛解期のうつ病患者の演奏はよ
り流れがあり，快活で，プロフェッショナル性があるこ
とが観察された１１，１４）。
音楽行動を評価する尺度は様々なものが知られている
が，信頼性，妥当性を検討されたものは少なく，対象の
制限がないものは我々の知る限り Steinbergらの The
Short Polarity Profile（以下 SPPとする）である１６）。
しかし，SPPがどのような因子から構成されるかは検
討されてこなかった。音楽行動がどのような要因から構
成されるかを知ることは，今後の音楽行動と効果を検証
する上で重要である。
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本研究の目的は短期大学生を対象にした音楽行動デー
タを用いて，SPPの因子構造を明らかにすることであ
る。
．方 法
１．対 象
参加者は短期大学２年生と長期履修３年生で音楽療法
に興味のある学生であった（n＝４２）。長期履修は，短
大の通常２年課程を本人の希望により３年または４年間
で履修するものである。通常の２年過程と同じ免許・資
格が取得できる。本学では，音楽療法に関連のある科目
として２年前期科目「音楽療法概論」２年後期科目「音
楽療法演習」が設置されている。参加者は「音楽療法概
論」を全員履修している。しかし，後期に設置されてい
る「音楽療法演習」は履修中の経験であり，セッション
を受けるのは全員が初めてである。参加者の平均年齢
（標準偏差）は１９．４（１．０）歳で，ほとんどが女性で
あった（男性：女性＝１：４１）。研究は大学内の音楽室
内で行った。調査期間は２０１２年１０月～２０１３年１月であ
る。
２．尺度（SPP）
SPPは妥当性が確立された音楽行動を評価する尺度
である。音楽行動が２つの対立する極間のどこに該当す
るかを７段階で専門家が評価する。評価項目は１２項目か
らなる。以下に１２項目の対立する２つの極を示した。
１．“flowing，spirited， lively 対 hesitant，rigid，
timid”，２．“firm，stable，clear，exact 対 vague,
fluctuating，indistinct，amorphous”，３．“fine，pre-
cise， tender， sensitive 対 coarse， imprecise， ro-
bust， insensitive”，４．“ rhythmic 対 unrhythmi-
cal”，５．“peaceful 対 aggressive”，６．“with feel-
ing，intense，full of tension 対 expressionless, bor-
ing, trivial”，７．“expressive，subtle 対 expression-
less，undifferentiated”，８．“professional 対 ama-
teur”，９．“logical, orderly, uniform 対 contradic-
tory，incidental，disintegrating”，１０．“serious, pro-
found 対 playful，superficial”，１１．“bold，expres-
sive 対 cautious，timid”，１２．“melodious 対 unmelo-
dious”。
３人の専門家が，１２の対立する２つの極間を評価した
結果，評価者間相関は０．８７から０．９６，各項目のテスト再
テスト相関は０．７９から０．９２であり信頼性も高かったこと
が示されている１６）。原著論文では尺度使用者について取
り決めは記載されていないが，尺度妥当性検討の研究で
は“expertが行った”という記載があったため，今回
は１名の音楽療法士が評価した。日本語版はないため，
今回の研究では英語尺度をそのまま用いた。
３．手順と療法セッション
音楽療法セッションは２から６人のグループで１人の
音楽療法士がセラピストとして関わった。学生の履修状
況を考慮してセッションに参加できる希望日程，時間を
確認の上，グループを編成し，音楽室で実施した。セッ
ションの参加は調査期間中に１回であった。セッション
時間は２０分とし能動的活動を前半と後半に区分して行っ
た。
前半セッションの１０分間は，セラピストと参加者がイ
ンタラクティブな音楽療法を行う。セラピストが音の強
弱やテンポを歌で指示し，フレームドラム（５６）を参
加者が演奏しやすい位置に提示した。参加者はセラピス
トの促しに従って独自にフレームドラムを演奏した。
後半セッション１０分間では，セラピストから提示され
た音楽に合わせて参加者が楽器を即興演奏する能動的活
動とした。楽器は事前調査で参加者が興味や関心のある
１１個を用意し，その内一つを選択させた（スリットドラ
ム，タンブリン，テンプルブロック，サウンドボロッ
ク，カホン，ボンゴ，シンバル（スタンド），フレーム
ドラム，ジャンベ，カバサ，トライアングル）。楽器の
即興演奏時に合わせる音楽は録音したハワイアン音楽で
「カナエ・メドレー」を使用した。「カナエ・メド
レー」はカ・ラ・エ・オ・カナエ，カ・ヴァイ・クム・
オレ，カ・エフ・カイ・アオ・ブアエナの３曲で構成さ
れている。ヘ長調，四分の四拍子，速度はModerato
（中くらいの速度）である。「カナエ・メドレー」は参
加学生全員がドラムスティックを使用した音楽活動で以
前から馴染みがあるため選曲した。演奏はビデオテープ
に録画し，終了後に映像を見ながら SPPを用いて音楽
行動を採点した。採点は各１２項目について，一方の極を
１，対極を７とし，１から７の段階のどの点に位置する
かをその段階の数字で採点した。
４．分析方法
SPSS ver．２０．０（IBM Inc., Armonk, NY）を用いて
探索的因子分析を行った。因子の抽出には最尤法を用
い，固有値１以上の基準を設けた。回転法はプロマック
ス回転（注１）を用いた。
５．倫理的配慮
本研究は北翔大学倫理委員会による倫理面の承認を受
けている（承認番号：HOKUSHO-UNIV：２０１３‐００１）。
全ての参加者から書面による同意を取得した。
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．分 析 結 果
１２項目の質問項目を用いて因子分析を行った。Kaiser-
Meyer-Olkin（KMO）の標本妥当性の測度は０．８であ
り，KMOによる標本妥当性は適当であった。Bartlett
の球面性検定は χ２（６６）＝４５０．２，p＜．００１であり，項目
間の相関は十分大きいと判断された。因子数は固有値１
以上の基準を設けた。その結果，３因子が抽出され，３因子
で全体の７３．２％の分散が説明された。表１に回転後の因
子負荷を示した。因子内に含まれた項目から，各因子は
因 子１．表 現 の 質（flowing-hesitant, firm-vague,
rhythmic-unthythmical , professiona-amateur , bold-
cautious, melodious-unmelodious, logical-contradictory,
serious-playful），２．表現の強弱，３．表現の精度と名
付けた。Logical, orderly, uniform vs. contradictory,
incidental, disintegratingの因子負荷は表現の質および
表現の強弱でともに０．４を上回っていたが，より寄与の
強い表現の質に含めた。それぞれの因子で構成項目のク
ロンバックの α（注２）は表現の質で０．９１，表現の強弱
（peaceful-aggressiveを逆転項目とした）で０．８３と信
頼性があった。表現の精度を構成する項目は１項目で
あったためクロンバックの αは算出できなかった。
．考 察
今回の我々の対象集団では，SPPが評価する音楽行
動は３つの因子であった。第一因子は流れ，明確さ，表現
の細かさ，リズミカルさ，プロフェッショナル性，大胆・注
意深さ，論理性，まじめさ・軽薄さを含んだため，表現の質
（flowing-hesitant, firm-vague, rhythmic-unthythmi-
cal , professiona-amateur , bold-cautious , melodious-
unmelodious, logical-contradictory, serious-playful）と
名付けた。第二因子は攻撃性，感情の強さを含んでいた
ため，表現の強さを示していると考えられた。第三因子
は表現の正確性の項目であったため，表現の精度と考え
た。第三因子は１項目であったためクロンバックの α
は算出できなかったが，第一因子，第二因子のクロン
バックの αは高く，十分な信頼性があることが示され
た。
信頼性，妥当性が検討された音楽行動尺度には，Mo-
reauによる Scale for Measurement of Expressive
and Musical Behavior（MAKS）がある１７，１８）。MAKSは
２００３年にMoreauによって開発された尺度で青少年を対
象にしている。尺度は Expression scale（表現行動に関
する尺度）と Communication scale（コミュニケーショ
ン行動に関する尺度）という二つの尺度から構成されて
いる。それぞれはさらに４つの下位項目からなり，７段階
で評価される。弁別的妥当性，構成概念妥当性および信
頼性が評価されている。音楽行動の評価の大項目とし
て，楽器の取り扱い，形式・構成，活気・表現の強弱，
表現の質というカテゴリーを用いている。今回の SPP
の因子分析では，様々な項目が表現の質という因子に含
まれた。２つの尺度の違いとしていくつかの可能性があ
る。第一に，対象の違いである。SPPは対象を限定し
ない尺度で，今回は短期大学生を対象とした。このた
め，もっと若年では区別されるべき因子が，今回の研究
では区別されなかった可能性がある。また，今回の対象
者は音楽療法に興味ある者という特殊な集団でもあるた
め，年代だけではなく，知識・興味も影響している可能
性がある。第二に，そもそも SPPには含まれていない
項目がMAKSに含まれていることが影響した可能性が
ある。MAKSでは楽器の使用部位という項目があり，
少なくともこの項目は SPPには含まれない。また
MAKSと SPPでは評価項目が類似はしているもののそ
の表現が完全に一致しているわけではない。これらのこ
表１．The Short Polarity Profile に対する因子分析の結果要約
（n＝４２）
回転後の因子負荷
項 目
表現の
質
表現の
強弱
表現の
精度
１．Flowing, spirited, lively 対
Hesitant, rigid, timid
１．０４ －０．０８ －０．１８
２．Firm, stable, clear, exact 対
Vague, fluctuating, indistinct, amorphous
０．９２ －０．０２１ ０．０６
３．Expressive, subtle 対
Expressionless, undifferentiated
２．９０ ０．０１２ －０．０７
４．Rhythmic 対 Unrhythmical ０．９０ ０．０１３ －０．１９
５．Professional 対 Amateur ０．７５ ０．２６ －０．０９
６．Bold, expressive 対 Cautious, timid ０．７４ ０．１７ ０．２３
７．Melodious 対 Unmelodious ０．６９ ０．２２ ０．０８
８．Logical, orderly, uniform 対
Contradictory, incidental, disintegrating
０．６２ －０．４４ ０．２４
９．Serious, profound 対 Playful, superficial －０．４３ －０．１１ ０．０８
１０． Peaceful対 Aggressive ０．０１ －１．０１ ０．１２
１１．With feeling, intense, full of tension 対
Expressionless, boring, trivial
０．３５ ０．５４ ０．２９
１２．Fine, precise, tender, sensitive 対
Coarse, unprecise, robust, insensitive
０．２０ ０．０２ －０．８１
固有値 ６．８２ ４．０４ １．６０
分散の％ ３２．００ ３４．７６ ６．４８
クロンバックの α ０．９１ ０．８３ NA
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とが因子の数に影響することは考えられる。第三に採点
方法の違いがある。SPPは評価者は単に２つの極間の
どこに位置するかを点数で採点していくが，MAKSに
は評価マニュアルがあり，採点も点数とともに，“穏や
か”などの表記が併記されている。これらが評価を細密
にし，SPPでは分類できかった因子を区別した可能性
もある。
今後は，対象や演奏形態による因子の違い・安定性を
検討することが必要である。また，他の尺度の比較も加
え，音楽行動を３因子で評価することが妥当であるのか
を検討することは重要であろう。
本研究の限界は，サンプルサイズが少ないことであ
る。しかし，KMOの値は十分大きく，サンプルサイズ
が小さくとも因子分析には妥当であったことを示してい
る。しかしながら，絶対数は小さいため今後より大きな
サンプルでの検討が必要であろう。また，因子数が少な
く一つの因子に項目が集中していることもサンプルサイ
ズの小ささに起因している可能性がある。今後別の集団
などで因子の検証を行う必要があろう。
．結論と課題
音楽行動は，表現の質，強さ，精度の３つの因子に分
類される可能性がある。しかし，これらは SPPによる
限られた対象による結果である可能性もある。対象や演
奏形態の変化にもこれらの因子が変化しないかを検討す
る必要がある。またこれらの因子と音楽療法の効果につ
いても検証を進めていく必要があろう。
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注１，プロマックス回転：因子分析の回転方法の一つで
斜交回転に分類される。
注２，クロンバック α：信頼性を示す系すで，ある因子
に関わると思われる変数の間でどの程度相関があ
るか（内的整合性）をみるために使われる。
音楽行動を構成する因子
－２８－
Components Consisting Music Behavior
The Factor Analysis of The Short Polarity Profile
Abstract
［Objectives］The efficacy of music therapy has been widely studied. However, factors contributing to the
efficacy remain unknown. Among the elements of music therapy, behavior when performing music is one
observable factor. To elucidate factors contributing to efficacy in music therapy, it is important to identify
factors in the behavior in performing music. The present study aims to determine the factor structure of
The Short Polarity Profile（SPP），which is a reliable, validated measure for behavior in performing music.
［Method］Participants were ４２ second year and third year junior college students. Music therapy sessions
were evaluated with the SPP. Analysis was carried out by using SPSS ver．２０．０．We conducted a factor
analysis with promax rotation for factors extracted using the maximum-likelihood method.
［Results］Three factors were extracted. The items that cluster on these components suggest that these
three factors represent quality, intensity, and precision of expression, and appear to show adequate reliabil-
ity.
［Conclusions］Music behavior may be largely divided into ３ factors : quality, intensity and precision of ex-
pression. However, as the factor structure can vary depending on the scale used in the observations, popula-
tion, and style of music, further evaluation is necessary in future studies. Additional factors that cannot be
identified by SPP should also be examined, using other scales than SPP.
Keyword : music therapy, factor analysis, behavior, expression
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